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この書評は京都で開催中の世界
神経学会のロビーで書いていま
す。世界中から専門家が集まる国
際学会の中にいますと，臨床神経
学のバックグラウンドにある神経
科学，遺伝学，分子生物学が目覚
ましい進歩を遂げていること，疾
患の概念，考え方や治療へのアプ
ローチが刻々と変わっていること
が身を持って実感できます。
評者は 9年前に研修医・医学生

に向けての教科書を単著で上梓し
ました。5年前に大幅に内容を改
訂して第 2版を出版，今，第 3版
の準備をしています。なぜって？
このすさまじい進歩のせいです，
というしかないのですが，このた
び，わが敬愛する福武敏夫先生が
⽝神経症状の診かた・考えかた⽞の
第 2 版を出されました。初版は

福武先生の考え方がストレートに
伝わってくる私の愛読書で，とて
も臨床のよくできる同僚が（失礼）
隣にいてくれる気分で読ませてい
ただいていましたが，わずか 3年
余のスピード改訂となりました。
神経診察学・症候学は既に完成さ
れた体系です。大きな変化が（た
ぶん）ないこの分野で，どうして
こんな急な改訂が必要か？ 答え
はこの本の中に書いてあります。
福武先生が伝えたい神経学のエッ
センスがこの 3 年間でどんどん
増えてきたこと，しっかり伝える
ためにはどうしたらいいかという
親切心がさらにパワーアップした
こと，別の言葉で言えば，福武先
生の臨床が今なお日々進歩してい
ることの証しだろうと思います。
医学書が売れない時代に初版が

4 刷を重ねたことも驚異的です
が，この第 2版もリピーターを含
め多くの神経内科医が座右に置く
ことになりましょう。誰に最も役
立つ本か？ 福武先生は初学者を
一つのターゲットに置いておられ
るようで，確かに学生や研修医に
有用なサジェスチョンを与える本
だと思いますが，ある程度神経学
の臨床経験を積んだ専門家こそ，
この本の真価が理解できるものと
私は思います。
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